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論壇
Ⅰ

は
じ
め
に

私
が
所
属
す
る
日
本
税
務
会

計
学
会
の
国
際
部
門
は
、
責
任

者
で
あ
る
副
学
会
長
の
多
田
雄

司
先
生
の
発
案
で
、
テ
ー
マ
別

に
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
更
に

公
募
し
た
一
般
の
参
加
者
を
加

え
て
、
１
年
間
か
け
て
研
修
を

重
ね
、
そ
の
成
果
を
論
文
に
ま

と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
、

赤
坂
光
則
先
生
が
責
任
者
を
務

め
る
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て

「
日
本
の
相
続
税
・
贈
与
税
の

あ
り
方
」
を
主
要
各
国
の
相
続

税
・
贈
与
税
と
比
較
し
な
が
ら

考
え
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
の
作
業
の
課
程
で

気
付
い
た
、
気
に
な
る
い
く
つ

か
の
論
点
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

Ⅱ

相
続
税
・
贈
与
税
の
課
税
根
拠

相
続
税
の
課
税
根
拠
の
い
く

つ
か
の
考
え
方
の
中
で
、
大
き

く
異
な
る
２
つ
の
考
え
方
が
あ

る
と
言
え
る
。
１
つ
は
、
相
続

税
は
不
労
の
利
得
（
無
償
の
財

産
取
得
に
担
税
力
を
見
出
す
）

に
課
税
す
る
も
の
と
の
考
え
で

あ
る
。
包
括
所
得
概
念
の
も
と

所
得
税
を
補
完
す
る
形
で
独
立

の
税
目
の
相
続
税
を
設
け
る
と

の
考
え
で
あ
り
、
遺
産
取
得
課

税
方
式
の
課
税
根
拠
と
し
て
説

明
し
や
す
い
。
も
う
１
つ
は
、

被
相
続
人
の
生
前
所
得
に
つ
い

て
清
算
課
税
を
行
う
も
の
と
の

考
え
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方

は
、
遺
産
課
税
方
式
の
課
税
根

拠
と
し
て
説
明
し
や
す
い
。

コ
モ
ン
ロ
ー
の
国
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
は
、
遺
留

分
の
規
定
が
な
く
相
続
開
始
の

時
点
で
遺
産
は
遺
産
財
団
と
な

り
、
相
続
人
以
外
の
第
三
者
で

あ
る
遺
言
執
行
人
（
遺
言
が
な

い
場
合
は
管
財
人
）
が
遺
産
の

整
理
を
す
る
と
い
う
管
理
清
算

主
義
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

ま
さ
に
遺
産
課
税
方
式
と
親
和

性
が
あ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
一

方
、
大
陸
法
の
国
は
遺
産
分
割

の
割
合
が
法
定
（
ド
イ
ツ
や
フ

ラ
ン
ス
は
日
本
と
同
様
に
遺
留

分
制
度
も
あ
る
）
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
、
包
括
承
継
主
義
を

採
用
し
て
い
る
ド
イ
ツ
や
日
本

は
遺
産
取
得
課
税
方
式
と
親
和

性
が
あ
る
と
言
え
る
。

日
本
の
相
続
税
は
、
戦
前
は

遺
産
課
税
方
式
を
採
用
し
て
い

た
が
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ

く
昭
和
２５
年
改
正
に
よ
り
遺
産

取
得
課
税
方
式
へ
と
転
換
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
３３
年
改
正

に
よ
り
、
法
定
相
続
分
課
税
方

式
と
よ
ば
れ
る
遺
産
税
と
遺
産

取
得
税
と
を
折
衷
し
た
課
税
方

式
が
採
用
さ
れ
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

Ⅲ

相
続
税
と
譲
渡
所
得
税
の
二
重
課
税

相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
る

財
産
を
、
被
相
続
人
が
生
前
に

稼
得
し
所
得
税
の
課
税
を
受
け

た
所
得
の
う
ち
費
消
さ
れ
ず
に

残
っ
た
財
産
で
あ
る
と
考
え
る

と
、
こ
の
財
産
に
相
続
税
を
課

税
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
二
重

課
税
と
も
言
え
よ
う
。
遺
産
課

税
方
式
を
採
用
し
て
き
た
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
国
で

は
、
重
複
課
税
と
の
批
判
が
あ

り
、
カ
ナ
ダ
は
、
１
９
７
２
年

に
遺
産
税
・
贈
与
税
を
廃
止

し
、
死
亡
時
み
な
し
譲
渡
課
税

を
導
入
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
１
９
７
７
年
連
邦
法
で
１
９

８
５
年
州
法
で
遺
産
税
・
贈
与

税
を
廃
止
し
て
、
譲
渡
時
キ
ャ

ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
を
導
入
し

た
。
又
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ

ス
は
取
得
費
の
引
き
上
げ
（
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
）
を
認
め
て
、

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
二
重
課

税
を
避
け
て
い
る
。

日
本
の
相
続
税
と
譲
渡
所
得

税
は
、
被
相
続
人
の
所
有
期
間

に
係
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
は

相
続
時
に
は
課
税
さ
れ
ず
、
相

続
人
が
遺
産
を
処
分
し
た
と
き

に
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
全

体
に
課
税
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
取
得
費
の

引
き
上
げ
が
な
い
た
め
、
相
続

税
を
課
税
さ
れ
た
部
分
は
、
譲

渡
所
得
税
と
相
続
税
の
二
重
の

課
税
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
遺
産
取
得
課
税

方
式
の
課
税
根
拠
で
は
、
包
括

所
得
概
念
の
も
と
、
不
労
の
稼

得
も
所
得
と
捉
え
、
所
得
税
の

補
完
税
と
し
て
の
相
続
税
を
課

税
す
る
と
考
え
る
わ
け
で
あ

り
、
判
例
も
、「
相
続
税
は
、
相

続
に
よ
り
無
償
で
取
得
し
た
財

産
に
担
税
力
を
見
出
す
財
産

税
、
譲
渡
所
得
税
は
、
所
有
資

産
の
価
値
の
増
加
益
に
担
税
力

を
見
出
す
収
得
税
で
あ
っ
て
、

そ
の
課
税
根
拠
を
異
に
し
て
お

り
、
右
課
税
根
拠
の
相
違
か
ら

課
税
時
期
・
課
税
対
象
も
異
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
た

と
え
、
同
一
人
に
両
方
の
課
税

が
さ
れ
た
と
し
て
も
、
二
重
課

税
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
」
と

判
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
長
崎
年
金
訴
訟
の

最
高
裁
の
判
決
後
、
二
重
課
税

の
疑
問
は
深
ま
っ
て
い
る
（
取

得
費
の
引
き
上
げ
を
し
な
い
代

わ
り
に
、
相
続
後
３
年
以
内
の

譲
渡
資
産
の
取
得
費
に
相
続
税

を
加
算
す
る
特
例
が
あ
る
と
も

言
わ
れ
る
が
）
。
日
本
の
課
税
方

式
が
遺
産
取
得
課
税
方
式
に
近

い
と
言
う
な
ら
、
取
得
費
を
引

き
継
ぐ
現
制
度
は
維
持
し
、
被

相
続
人
の
所
有
期
間
の
含
み
益

相
当
額
に
推
定
課
税
さ
れ
る
所

得
税
の
債
務
控
除
を
認
め
、
遺

産
課
税
方
式
に
限
り
な
く
近
い

と
言
う
な
ら
、
取
得
費
の
引
き

上
げ
と
い
う
立
法
的
手
当
て
を

す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
国
際
間
の
相
続
税
の

二
重
課
税
排
除
の
問
題
だ
が
、

日
本
は
１
９
５
４
年
に
米
国
と

締
結
し
た
租
税
条
約
し
か
な

い
。
外
国
税
額
控
除
で
二
重
課

税
排
除
策
を
講
じ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
が
、
カ
ナ
ダ
の
死
亡
時

み
な
し
譲
渡
課
税
額
は
、
相
続

税
法
２０
条
の
２
で
い
う
「
相
続

税
に
相
当
す
る
税
」
に
該
当
す

る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
死
亡
時
に
課
税
さ
れ
る

租
税
で
あ
っ
て
も
、
財
産
価
値

を
課
税
標
準
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
単
に
増
加
益
を
課
税
標

準
と
す
る
税
で
あ
り
外
国
税
額

控
除
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
も
し
そ
う
で

あ
れ
ば
、
代
わ
り
に
債
務
控
除

を
認
め
る
と
い
う
立
法
的
手
当

て
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

Ⅳ

日
本
の
贈
与
税
と
相
続
時
精
算
課

税
の
関
係

日
本
の
贈
与
税
は
、
シ
ャ
ウ

プ
が
勧
告
し
た
一
生
の
贈
与
を

累
積
し
相
続
時
に
合
算
し
て
課

税
す
る
一
生
累
積
課
税
制
度
を

採
用
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

贈
与
税
を
相
続
税
の
課
税
回
避

防
止
の
観
点
か
ら
、
相
続
税
に

比
べ
て
高
い
税
率
に
し
て
い

る
。
相
続
時
合
算
精
算
の
意
識

が
薄
い
た
め
に
、
先
進
諸
国
に

比
べ
て
相
続
時
に
合
算
さ
れ
る

暦
年
贈
与
が
３
年
と
短
い
と
も

言
え
る
。
こ
の
合
算
さ
れ
る
暦

年
贈
与
は
、
相
続
人
へ
の
暦
年

贈
与
の
み
で
孫
へ
の
暦
年
贈
与

は
対
象
外
で
あ
る
。
そ
し
て
、

今
回
の
税
制
抜
本
改
革
案
（
平

成
２７
年
１
月
１
日
施
行
予
定
）

で
は
、
相
続
時
精
算
課
税
の
対

象
受
贈
者
に
２０
歳
以
上
の
孫
を

加
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
相
続

税
強
化
の
見
返
り
か
、
あ
る
い

は
、「
高
齢
者
が
保
有
す
る
資
産

の
現
役
世
代
へ
の
早
期
移
転
を

促
し
、
消
費
拡
大
や
経
済
活
性

化
を
図
る
観
点
」
と
言
わ
れ
る

が
、
こ
う
し
た
孫
へ
の
優
遇
措

置
は
、
世
代
飛
び
越
し
防
止
の

点
か
ら
問
題
で
あ
る
。

Ⅴ

上
野
事
件
に
見
る
相
続
税
と
所
得

税
の
線
引
き

被
相
続
人
が
係
争
中
の
所
得

税
更
正
処
分
取
消
訴
訟
が
、
相

続
時
に
未
確
定
で
潜
在
的
還
付

請
求
権
の
評
価
（
金
銭
的
に
見

積
も
る
こ
と
）
が
困
難
な
場
合

で
も
、
勝
訴
す
れ
ば
遡
及
効
を

有
し
て
い
る
か
ら
、
還
付
請
求

権
は
相
続
財
産
に
な
る
と
の
判

決
が
下
っ
た
上
野
事
件
が
あ
る
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
の
今
後
の

対
応
で
あ
る
が
、
予
測
可
能
性

や
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
、

み
な
し
相
続
財
産
の
退
職
金
の

扱
い
を
参
考
に
、
租
税
訴
訟
中

の
権
利
に
つ
い
て
は
、
３
年
以

内
に
勝
訴
が
確
定
し
た
場
合

は
、
相
続
税
の
義
務
的
修
正
申

告
と
し
、
３
年
を
超
え
て
勝
訴

が
確
定
し
た
場
合
は
、
相
続
人

の
所
得
税
の
一
時
所
得
と
す
る

と
い
う
線
引
き
（
立
法
的
手
当

て
）
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

Ⅵ

国
際
相
続
に
お
け
る
住
所

武
富
士
事
件
の
反
省
か
ら
、

平
成
１２
年
度
税
制
改
正
（
平
成

１５
年
度
の
税
制
改
正
で
措
置
法

か
ら
相
続
税
法
の
本
則
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
）
で
、
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
制
限

納
税
義
務
者
（
日
本
国
内
に
あ

る
財
産
の
み
に
相
続
税
や
贈
与

税
を
課
税
す
る
）
の
扱
い
を
改

正
し
、「
非
居
住
無
制
限
納
税
義

務
者
」
を
創
設
し
、
相
続
開
始

前
あ
る
い
は
贈
与
前
５
年
以
内

に
そ
の
相
続
人
（
受
贈
者
）
又

は
被
相
続
人
（
贈
与
者
）
が
日

本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
場
合
の
納
税
義
務

者
は
、
全
世
界
財
産
が
課
税
対

象
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
財
産
の
取
得
時

に
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
な
け

れ
ば
無
条
件
に
制
限
納
税
義
務

者
に
な
れ
る
と
い
う
こ
の
改
正

後
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
を
利
用

し
、
海
外
信
託
を
使
っ
た
エ
ス

テ
ー
ト
・
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
事
件
が
あ
り
、
納
税
者
勝

訴
の
判
決
（
控
訴
中
）
が
出

た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
の
再
発

防
止
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
ド

ミ
サ
イ
ル
の
考
え
方
を
参
考

に
、
日
本
の
居
住
者
で
あ
る
親

の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
未
成
年

の
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

は
、
無
制
限
納
税
義
務
者
に
す

る
と
い
う
立
法
的
手
当
て
を
す

べ
き
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ド

ミ
サ
イ
ル
（
居
住
地
基
準
と
も

国
籍
基
準
と
も
異
な
る
納
税
義

務
者
の
課
税
対
象
範
囲
基
準
）

は
、
未
成
年
の
ド
ミ
サ
イ
ル
は

親
権
を
有
す
る
者
の
ド
ミ
サ
イ

ル
に
従
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。信

託
の
発
祥
の
地
で
あ
る
イ

ギ
リ
ス
で
さ
え
、
あ
の
マ
ー
リ

ー
ズ
・
レ
ビ
ュ
ー
で
、
エ
ス
テ

ー
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
道
具

と
し
て
利
用
さ
れ
る
信
託
に
対

す
る
対
策
の
必
要
性
が
報
告
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

信
託
を
含
め
た
こ
の
事
件
の
他

の
観
点
は
紙
面
の
関
係
で
割
愛

す
る
。

Ⅶ

お
わ
り
に

以
上
述
べ
た
他
に
も
、
国
際

相
続
の
二
重
課
税
や
二
重
非
課

税
の
諸
問
題
な
ど
多
く
の
論
点

が
あ
る
が
、
今
年
１
年
を
か
け

て
論
点
を
整
理
し
、
日
本
の
相

続
税
・
贈
与
税
の
あ
り
方
を
ま

と
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

※
尚
、
注
記
は
紙
面
の
関
係
で

全
て
削
除
し
た
。

日
本
の
相
続
税
・
贈
与
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
論
点
整
理

―

主
要
各
国
の
相
続
税
・
贈
与
税
と
の
比
較
を
通
し
て
―

関根美男
［西新井］
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